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小型プリンタカバーの専用台。

塗装済み大型プリンタカバー専用台A。 長尺の大型プリンタ部材専用台。

プレートをスライドさせて収納する台車。

自社で製作したGF専用の切断機。

実箱を収納する専用スライド棚。

大型のサインボードや変形したパッケージなどへの印刷はもちろん、シャツやネクタイな

どのテキスタイル類まで、高いクオリティーで世界市場を切り開くミマキエンジニアリング

の柔軟な発想と独創的な開発力に迫ります。
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ムダを排除したアイデア満載の製造現場
思わず真似したくなるGFの活用方法

　「速さ」と「美しさ」に加えて、デジタルプリ

ントの技術革新を追求し続けるミマキエンジ

ニアリング。現在は「サイングラフィックス」

「インダストリアルプロダクト」「テキスタイル&

アパレル」の三分野に渡って、独自の技術

開発にあらゆる力を注いでいます。

　「以前は他社のパイプ構造材を使用して

いましたが、現場から軽量で加工性が高く、

短納期に対応できる製品を発注してほしい

といった声が挙がり、情報誌とWEBサイトか

らGFを見つけて注文させていただきました。

わが社では、定尺（４ｍ）で購入したものを各

現場の要望にあわせて社内で加工してお

り、チップソーを使った専用の切断機を自社

で製作するほどGFを大量に使用していま

す。以前はGF専用のハンディーカッターを

使用していましたが、グルグル回しているうち

にエッジが丸くなってしまい、コネクターが入

らなくなることがあったので、改良してほしい

ですね」（生産技術部部長 小池氏）。

　現場では相当量のGFを使用していると

伺い、工場内を見学させていただくと、これま

でに見たことのないような形状で、独自のア

イデアが盛り込まれた架台や台車が数多く

使用されており、驚かされました。

　「大型プリンタは、それらを構築する部材や

パネルのひとつひとつが大きいため、組立を

行う際にはスペースを有効に使わなければな

りません。部材の大きさを採寸し、状況に見

合った架台や治具を適所に配置することで、

導線が確保された作業効率の高い作業現

場がつくりだされます。現場のニーズを的確に

捉え、必要なものをすぐに形にできるのがGF

の優れた点だと感じています」（小池氏）。

インクカートリッジもエコ仕様が主流
地球にもユーザーにも優しい製品開発

　GFは工場内の生産設備だけでなく、優れ

たコストパフォーマンスで高画質な連続プリ

ントを実現する『ローコスト昇華インクジェット

プリンタ』のオプション架台としても採用され

ています。このシステム開発に携った同社の

技術本部技術顧問の大西勝氏にもお話を

伺いました。

　「従来のインクジェットプリンタは、消耗頻

度の高い小さなカートリッジを売ることで利

益を上げていく構造でした。しかし環境対策

などの諸問題を受け、地球に優しく廃棄物

の少ないローコストなシステムを打ち出すべ

き時期が来たとの考えに至り、開発に取り

組みました。SUSの架台を採用しているプリ

ンタは、２リットルの大容量カートリッジをセッ

トできます。当初は自社で設計した鉄製フ

レームを内製化する予定でしたが、プリンタ

の大きさに比例して架台そのものがかなり大

型になるため、軽量できちんと構造計算がさ

れているものがよいとの判断で、SUSのア

ルミフレームを採用することになりました。大

型プリンタは業務用ですので、1日20時間

ほどの連続運転で使用されています。予備

のインクカートリッジが装着できるため、交換

作業で中断することなく、印刷を続けられる

点が好評です。私たちの製品は欧州をはじ

めとする世界各国で販売されているため、

SUS製品もどこの国でも入手できるように、

海外向けの販路を拡大していただけるとうれ

しいですね」（大西氏）。

　大型プリンタにあわせた架台はかなり高さ

があるため、下部にできた空間に棚板を渡し

て物を置けるスペースとして有効活用したい

とのご提案もいただきました。「棚板を標準

仕様として組み込むとコストアップしてしま

い、ユーザーに不利になってしまう。棚板を

必要とする方には、ミマキエンジニアリング

側からSUS製品を推奨する方法をとってい

きたい」といったご要望をいただきましたの

で、積極的に対応させていただく方針です。

　市場志向の開発型企業を目指し、常にイ

ノベーターであり続けることを掲げているミマ

キエンジニアリングの独創的な開発力は、製

品本体だけでなく、それらを生み出す現場に

も深く浸透していると感じた取材でした。

高速高画質昇華転写インクジェットプリンタのオプション架台とし
てGFが採用されている。

大型プリンタの部材専用台。

塗装済み大型プリンタカバー専用台B。
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